
四
月
八
日
（
金

、
第
六
十
三
回
入
学
式
が
厳
粛

）

な
中
に
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
百
六
十
四

名
、
女
子
百
六
十
一
名
、
合
計
三
百
二
十
五
名
の
新

入
生
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、
高
校
生
活

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
保
護
者
や
来
賓
の
見

守
る
中
に
、
学
級
担
任
か
ら
の
呼
名
に
は
っ
き
り
と

返
事
を
し
、
高
校
生
活
へ
の
決
意
を
表
し
て
い
ま
し

た
。大

迫
勝
次
校
長
は
入
学
式
辞
の
中
で
、
望
ま
し
い

鹿
屋
高
校
生
の
姿
と
し
て
「
知
・
徳
・
体
」
の
校
訓

を
引
用
し
て

「
勉
学
に
裏
打
ち
さ
れ
た
知
性
と
健

、

康
な
体
を
も
つ
、
調
和
の
と
れ
た
人
間
」
を
挙
げ
、

「

自
分
の
た
め
に
鹿
屋
高
校
は
何
を
し
て
く
れ
る

『
か
』
で
は
な
く

『
鹿
屋
高
校
の
た
め
に
自
分
は
何

、

が
で
き
る
か
』
と
考
え
て
ほ
し
い

『
社
会
が
自
分

。

の
た
め
に
何
を
し
て
く
れ
る
か
』
で
は
な
く

『
社

、

会
の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る
か
』
と
い
う
視
点

の
人
間
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
成
長
の
秘
訣
は
背

伸
び
で
あ
る

自
分
に
は
無
理
と
思
う
こ
と
に
も

な

。

『

』

。
」

せ
ば
な
る

の
精
神
で
果
敢
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い

と
新
入
生
を
励
ま
し
ま
し
た
。

三
嶋
晃
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
は

「
自
分
の
意
志
で

、

進
学
し
て
き
た
高
校
は
義
務
教
育
と
は
違
う
の
で
、

進
ん
で
勉
強
す
る
気
持
ち
が
な
い
と
、
き
っ
と
厳
し

い
。
勉
強
と
は
文
字
ど
お
り
、
自
ら
勉
め
る
自
ら
強

い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
入
生
の
み
な
さ
ん
は
、
将
来

の
夢
、
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
投
球
し
、
後
悔
の
な

い
三
年
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
の
お
祝
い
の
言

葉
を
受
け
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
、
山
下
由
貴
さ
ん
（
財
部
南

中
出
身
）
が

「
鹿
屋
高
校
に
お
い
て
、
建
学
の
精

、

神
を
継
承
し
、
三
星
の
旗
の
下
に
知
徳
体
を
調
和
的

に
向
上
さ
せ
、
友
情
を
深
め
切
磋
琢
磨
し
合
い
、
次

な
る
大
き
な
目
標
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
を
、
こ
こ

。
」

。

に
誓
い
ま
す

と
決
意
を
込
め
て
宣
誓
し
ま
し
た

今
後
の
一
年
生
の
精
進
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
行
動
力
と
団
結
力
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
教
職
員
も
立
派
な
三
星
健
児
と
し
て
鍛

え
上
げ
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
ま
す
。

一
年
生
全
員
が
集
団
宿
泊
学
習
を
通
し
て
、
知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
育
成
を
目
指
す
宿
泊

学
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
二
十
三
日
（
水
）

か
ら
の
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
大
隅
青
少
年
自
然
の

家
に
お
い
て
、
質
量
と
も
に
充
実
し
た
学
習
が
開
か

れ
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
礼
法
指
導
、

団
体
訓
練
、
学
習
活
動
、
校
歌
コ
ン
ク
ー
ル
、
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
ラ
ス
活
動
、
万
滝
ハ
イ
キ
ン
グ
等

の
活
動
を
通
じ
て
、
仲
間
た
ち
と
の
交
流
が
盛
り
上

が
り
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
団
結
力
が
高
ま
り
ま
し
た
。

先
生
方
の
指
導
の
下
で
の
全
活
動
を
通
し
て
、
鹿
屋

高
等
学
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
三
星
健
児
と
と
し
て

自
ら
を
鍛
え
上
げ
ま
し
た
。
特
に
、
朝
夕
の
あ
い
さ

つ
で
の
ク
ラ
ス
代
表
か
ら
の
意
見
発
表
も
、
級
友
た

ち
の
考
え
方
を
聞
く
こ
と
が
で
き
有
意
義
で
し
た
。

四
月
二
十
五
日
（
金
）
に
、

自
然
に
親
し
み
、
身
体
を
鍛

え
、
親
睦
と
集
団
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
、
二
・
三
年
の

一
日
遠
足
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。二

年
生
は
、
霧
島
ヶ
丘
公

園
で
満
開
の
花
々
を
愛
で
な

が
ら
親
睦
を
図
っ
て
楽
し
み

ま
し
た
。
三
年
生
は
、
御
岳

（
高
隈
登
山
）
を
目
指
し
て

受
験
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
養
い
ま
し
た
。
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鹿 屋 高 等 学 校

第
六
十
三
回
入
学
式

三
百
二
十
五
名
の
新
入
生

宿
泊
学
習(

一
年)

で
鍛
え
る

学級内の交流を深めよう
２・３年の一日遠足



一
学
期
は
健
康
に
関
す
る
検
診
等
が
多
く
あ
り
ま

す

「
保
健
だ
よ
り
」
四
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と

。
お
り
、
検
診
は
状
況
調
査
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
病
気
等
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
・
改
善
す

る
と
と
も
に
、
勉
学
や
部
活
動
の
た
め
の
健
康
な
身

体
を
つ
く
る
た
め
で
す
。
検
診
等
の
結
果
で
指
摘
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
治
療
し
て
学
校
生

活
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

［
こ
れ
ま
で
に
終
了
し
た
検
診
等
］

・
心
臓
検
診
（
一
年
）

・
内
科
検
診

・
尿
検
査

・
身
体
測
定

［
今
後
の
検
診
等
の
予
定
］

・
尿
検
査
（
二
次
）

五
月
一
二
日
（
月
）
～
一
三
日
（
火
）

・
眼
科
検
診

一
・
二
年

五
月
二
一
日
（
水
）

一
・
三
年

五
月
二
八
日
（
水
）

・
歯
科
検
診

一
・
二
年

五
月

八
日
（
木
）

三
年

六
月

四
日
（
水
）

三
年

六
月
一
八
日
（
水
）

二
・
三
年

六
月
二
五
日
（
水
）

二
年

七
月

二
日
（
水
）

・
耳
鼻
科
検
診

一
年

六
月
一
〇
日
（
火
）

二
・
三
年
希
望
者

六
月
一
一
日
（
水
）

一
年

六
月
一
二
日
（
木
）

本
校
で
は
、
毎
週
月
曜
日
の
全
体
朝
礼
に
お
い
て

「
生
徒
主
張
」
の
取
組
を
続
け
て
い
る
。
毎
回
、
二

人
の
生
徒
が
、
自
分
の
意
見
や
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
を
生
徒
全
員
を
前
に
し
て
訴
え
て
い
る
。
今
年

度
第
一
回
の
生
徒
主
張
で
は
二
人
が
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち

二
年
一
組

城
ヶ

亜
都
司

﨑

最
近
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
た
よ

う
に
感
じ
る
。
家
族
内
で
の
傷
害
・
殺
人
な
ど
が
そ

の
よ
い
例
で
は
な
い
か
。
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
ご
く
最
近
な
の
で
、
確
信
は
な
い
が
、

少
な
く
と
も
幼
い
頃
に
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

な
ぜ
こ
ん
な
悲
惨
な
事
件
が
増
え
た
の
だ
ろ
う

か
。
私
が
思
う
に
、
今
の
青
少
年
が
親
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
薄
れ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
当
然
の
こ
と
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
生
活
は
あ
る
人
物
の

お
か
げ
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
人
物
は
私
た
ち

の
親
で
あ
る
。
そ
の
支
え
が
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
の

生
活
は
簡
単
に
崩
れ
て
し
ま
う
。

、

、

私
た
ち
の
学
校
生
活
の
間

親
は
家
事
を
こ
な
し

収
入
を
得
る
た
め
に
毎
日
働
い
て
い
る
。
私
た
ち
の

仕
事
は
勉
強
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

暮
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
べ
て
親
に
頼
っ

て
生
き
て
い
る
。
そ
れ
を
知
る
べ
き
だ
。

私
た
ち
は
一
人
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

他
の
人
々
の
支
え
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
い
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
周

囲
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
れ
ば
、

先
に
述
べ
た
痛
ま
し
い
事
件
に
は
な
ら
な
い
と
思

う
。
み
な
さ
ん
が
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
、
立

派
な
大
人
に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
高
校
生

活
で
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
、
自
分
を
磨
い
て
い
っ

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

本
校
で
は
、
三
星
―
知
・
徳
・
体
―
を
校
訓
と
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
も

「
德
」
が
い
ち
ば
ん
大
切

、

だ
と
私
は
思
う
。
こ
の
三
年
間
で
、
他
人
の
こ
と
を

思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
を
目
指
す
べ
き
だ
。

要
は

「
周
囲
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
」
と
い

、

。

、

う
こ
と
で
す

気
づ
か
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が

見
渡
せ
ば
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
動
い
て
く
れ
る
人

が
い
る
も
の
だ
。
そ
の
こ
と
を
知
れ
ば
、
私
た
ち
鹿

屋
高
校
生
の
生
活
が
も
っ
と
豊
か
な
も
の
に
な
り
、

毎
日
が
よ
い
も
の
に
な
る
と
思
う
。

当
日
発
表
の
も
う
一
つ
は
、
三
年
一
組
の
下
京
翔

一
郎
さ
ん
の
「
自
主
規
制
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
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毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakouko

五
・六
月
の
主
な
行
事

五
月

一
四
日
（
水
）
中
間
考
査

［
～
一
六
日
］

一
五
日
（
木
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

二
三
日
（
金
）
保
健
講
話
（
一
年
）

二
四
日
（
土
）
三
星
道
場
②

三
〇
日
（
金
）
薬
物
乱
用
防
止
教
室

（
一
年
）

六
月一

日
（
日
）
駿
台
記
述
模
試

（
三
年
希
望
者
）

六
日
（
金
）
性
に
関
す
る
講
演
会

（
三
年
）

七
日
（
土
）
進
研
マ
ー
ク
模
試

（
三
年

［
～
八
日
］

）

九
日
（
月
）
宅
習
時
間
調
査
①

［
～
一
五
日
］

一
二
日
（
木
）
中
高
連
絡
会

一
三
日
（
金
）
性
に
関
す
る
講
演
会

（
二
年
）

一
四
日
（
土
）
三
星
道
場
③

〃

英
検
（
一
次
）

一
六
日
（
月
）
教
育
相
談

［
～
二
〇
日
］

二
〇
日
（
金
）
性
に
関
す
る
講
演
会

（
一
年
）

〃

三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

二
六
日
（
木
）
期
末
考
査［

～
七
月
一
日
］

※
主
な
も
の
は
別
途
に
プ
リ
ン
ト
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
学
校
・
担
任
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
の
た
め
に
活
用
を

仲
間
の
意
見
を
聴
き
取
ろ
う

）本校生徒の進路希望状況 （２０年４月現在 ％

学年 進 学 就 職

四 大 短 大 専修等 未 定

７１２ １８ ３７ ２０２ ３１１年 . . . , .
(69.6)

８２１ ３５ ２８ ７９ ２２２年 . . . . .
(79.6)

３３年 ９２７ ０６ ３２ １９ １. . . . .
(86.0)

※ （ ）内は四年制大学希望者のうち国公立希望者


